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Ferromagnetic phase emerged by controlling oxygen content in Ca2RuO4 nanocrystals 
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【背景】銅酸化物超伝導体の発見以来、さまざまな Ruddlesden-Popper系 n = 1 (214系) 化合物に

ついて超伝導の研究が行われてきた。Ca2RuO4 は高圧下での超伝導転移が知られていたが、近年

薄膜化した試料において常圧下での超伝導転移が発見された[1]。しかしその詳細な構造は解明さ

れていない。Ca2RuO4 は圧力印加に伴い、構造転移温度の低下や超伝導相を始め様々な磁気相が

出現する[2]。そのため超伝導と磁性の関係を明らかにすることが重要である。一方構造転移につ

いては過剰酸素によって単位格子の c 軸長の伸びや、転移温度が低下することが報告されている

[3]。本研究では常圧下での新規磁気秩序相・超伝導相の創出を目指し、酸素含有量を制御した

Ca2RuO4ナノ結晶における物性を調査した。 

 【実験方法】Ca2RuO4の前駆体を水熱合成法にて作製し、1400 ˚C以上での熱処理で Ca2RuO4ナ

ノ結晶を合成した。得られた Ca2RuO4を異なる 3条件でアニールし、Sample I （Ar雰囲気下）、

Sample II（大気雰囲気下）、Sample III（O2-H2O混合雰囲気下）を得た。MPMS3にて磁気測定を、

XRDによる結晶相および格子定数の同定をそれぞれの試料に対して実施した。 

【結果】Fig. 1は、10 Oeの磁場をかけた際の

Sample I, II, III の磁化率の温度依存性を Field 

Cooling (FC) について示す。I ～ III いずれも

およそ 160 Kおよび 20 Kからの磁化率の上昇

がみられた。また、磁化の磁場依存性を調べた

ところ、160 K以下ではヒステリシスが観測さ

れた。これらの結果から常圧下の Ca2RuO4ナノ

結晶では強磁性相が出現している。特に常圧下

20 K 以下の大きな磁化率増大は過去の

Ca2RuO4バルク結晶では報告されておらず、新

たな発見であった。160 Kにおける磁化率上昇

は I > III > II 、20 Kにおける上昇は II > III > I 

であったが、この傾向は ZFC でも同様であっ

た。一方、XRD による解析から単位格子の c

軸長は II > III > I であった。c軸長と過剰酸素

量、そして磁気相の出現には密接な関係がある

と考えられる。 
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Fig. 1 Temperature dependence of magnetic  

susceptibility for samples. 
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